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（１）全装置群の大規模点検・補修工事（４年に一度）
① 集中合理化装置群
② 重油直接脱硫装置群
③ 残油流動接触分解装置群
④ 連続触媒再生式接触改質装置群
⑤ 用役装置群

（２）主な工事項目
触媒交換工事
機器の内部清掃、定期点検、補修

（３）点検工事期間（装置停止～点検～装置スタート）

１．２０２３年度 定期点検工事の概要

５月２５日（土） ～ ８月１２日（月） （ご参考）4年前 ２０１９年度実績

５月上旬～８月中旬 [ 予定 ]



入構者数、入構工事車両数見込み（工事による増加分）

主要工事期間平均
（６/５～ ７/９ ）

ピーク時
（６/２６～６/３０）

入構増加者数 ＋２，５００ 人/日 ＋ ２，８００ 人/日

車両増加台数 ＋１，２５０ 台/日 ＋ １，４００ 台/日

通常時
（ 約６５０人/日）
（ 約６５０台/日)

（４） ２０２３度 定期点検工事の規模

+0

+500

+1000

+1500

+2000

+2500

+3000

5/18 5/25 6/1 6/8 6/15 6/22 6/29 7/6 7/13 7/20 7/27

入構増加者数 車両増加台数



入構者数、入構工事車両数の推移(工事による増加分)

通常時
（ 約６５０人/日）
（ 約６５０台/日)

主要工事期間平均
（入構者数／車両台数）

１日あたり

ピーク時
（入構者数／車両台数）

１日あたり

２０２３年度（大） ＋２,５００人 ／ ＋１,２５０台 ＋２,８００人 ／ ＋１,４００台

２０２２年度（小） ＋３２０人 ／ ＋３２０台 ＋４３０人 ／ ＋３４０台

２０２１年度（中） ＋９４０人 ／ ＋７７０台 ＋１,２００人 ／ ＋８６０台

２０２０年度（小） ＋３１０人 ／ ＋２６０台 ＋４２０人 ／ ＋３００台

２０１９年度（大） ＋１,７００人 ／ ＋１,０００台 ＋２,４６０人 ／ ＋１,４５０台

（５） ２０２３年度 定期点検工事の規模

２０１９年以来の（大型）規模過去最大規模となる見込み



２０２３年度
定期点検実施場所

連続触媒再生式接触改質装置群 ④

重油直接脱硫装置群 ②

残油流動接触分解装置群 ③

用役装置群 ⑤

集中合理化装置群 ①



①集中合理化装置群 ②重油直接脱硫装置群

２０２３年度 定期点検 実施対象装置



③残油流動接触分解装置群 ④連続触媒再生式
接触改質装置群

２０２３年度 定期点検 実施対象装置



⑤用役装置群

２０２３年度 定期点検 実施対象装置



無事故で完工するために、以下の対策を実施します。

教育

全工事関係者へ入構教育等を通して、ＥＮＥＯＳの
安全理念（安全とコンプライアンスが最優先）や構内ルール
を周知します。

体制

「災害防止協議会」を設置し、協力会社と一体となっ
た安全管理体制を構築します。

日々の取り組み（例）

毎日、朝礼と各種ミーティングを行い、工事関係者間
で各種情報を共有し、安全意識を醸成します。

２．工事安全面の対応



所長・副所長が講師となり、すべての入構作業者へ

「安全意識向上教育」を実施し、

「安全とコンプライアンス（法令遵守）が最優先」という

“ＥＮＥＯＳ安全理念”を周知徹底します。

（１）（事例紹介）安全意識向上教育



すべての入構作業者に、工事安全に関するビデオ教育を
実施して、構内ルールや安全作業のための心構えなどを
周知徹底します。

【一般編】
【工事編】

（２） （事例紹介）安全教育ビデオによる、入構者教育



すべての入構者は、ルールブックを常に携行し、朝礼などで
内容を確認するなど、遵守を徹底します。

（３）（事例紹介）入構者ルールブックの遵守徹底



工事期間中は、特に朝の時間帯において、出勤車両が集中する

ため、以下の渋滞緩和対策に取組みます。

（１） 渋滞改善対策

対策 ： ①工事用の大型車両の入構を西門へシフト

②通勤車両のルートを西門へシフト（仙台・多賀城、塩釜（新規追加））

３．渋滞緩和対策への取組み

（２） 渋滞状況調査

調査期間 ： 5月中旬～7月中旬

内容 ： 渋滞監視と抑制のため、所要時間（自動車）を毎日調査
（調査区間は次ページ）

→調査の結果、渋滞を確認した場合、原因を調査して

必要に応じて更なる対策を検討します。
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仙台製油所への入構ルート
大代橋

渋滞調査区間

●●●

●●●

●●●

●●●

●●●

●●●

●●●

通行禁止

← 仙台方面 塩釜方面 →

●●●

西門

正門西門ルート

通常ルート

大代生協

鮨勘

【西門の最大限活用】
仙台方面および塩釜方面（新規追加）からの通勤者は、入出構に西門を
使用し、「産業道路 念仏橋～県道５８号～平蔵屋七ヶ浜ＳＳ」の渋滞緩和
に努めます。

交通安全、渋滞対策（通勤車両・工事関係車両の入出構ルート）

平蔵屋ＳＳ

構内駐車場



４．交通安全・マナーの取組み

（２）車両シールの貼付

全ての通勤車両および工事車両にシール

を貼付し、意識の向上を図り、マナーの

遵守を徹底させます。

（１）交通安全立哨

製油所近隣４箇所で通行禁止ルートの管理を徹底します。

（日程：６月２６日（月）～６月３０日（金））

工事期間中は車両が多くなることから、以下の取り組みを

実施し、通行禁止ルートの遵守徹底および交通安全・マナー

の徹底を指導いたします。



（ご参考） 決められたルート以外の通行禁止
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装置の運転停止・開始の際に、一時的に
フレアースタックからの火炎が増大いたします。

火炎が増大する時期は、概ね次のとおりです。
（下記期間において、断続的に発生します）

運転停止時 ： ５月１９日（金） ～ ６月１１日（日）

運転開始時 ： ７月２０日（木） ～ ８月７日（月）
火炎が大きくなるのは日中のみとなるように、できるだけ工程を調整いたします。

事前に広報誌「うみねこ」や仙台製油所ＨＰのほか、

多賀城市テレビ回覧板（データ放送）、等でもお知らせ

いたします。

ご理解の程よろしくお願いいたします。

５．フレアースタックの炎



（ご紹介） 仙台製油所ホームページのトップ画面



（ご紹介） 多賀城市テレビ回覧版（データ放送）

（多賀城市HPから引用）

このボタンを
押してください。



＜フレアースタック＞

余剰ガス＊を安全に燃焼および排出するための安全装置。

＊）余剰ガスは、主に以下の理由により、多く発生してしまいます。

・複数の装置を順次停止または運転開始する際、稼働している
装置から発生するガスを他の装置等で利用しきれないため。

・装置の運転停止時に、装置内のガス（圧力）を逃がすため。

スチーム

燃料ガス

余剰ガス

（１）フレアースタックの環境対策



（１） 地域環境パトロール

期間 ： ５月１１日（木）～８月１３日（日）
午後１：００～午後４：３０の間

（所要時間 約１時間）

内容 ： 臭気・騒音等の異常が無いか、装置の運転停止、
運転再開期間を中心に、構内外において、計２０回程度
のパトロールを実施します。

近隣騒音測定

６．地域環境対策への取組み

（２） 地域広報

内容 ： フレアースタックの炎が特に大きくなることが予想される
日程において、事前に広報車による広報を実施します。
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地域環境パトロール

装置運転停止・開始日などにおいて
実施（点検期間中、２０回程度）。

製油所敷地境界付近および近隣地域を
巡回し、臭気や騒音（騒音レベルdBも
測定）、フレアースタックの炎の状況など
を確認します。
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地域広報
（事前広報）

フレアースタックの炎が特に大きくなる
ことが予想される日程において、事前に
広報車による広報を実施します。



７．コロナウィルス感染拡大防止対策

５月８日より、新型コロナウィルスは感染症法上、

第五類となり、季節性インフルエンザと同様の分類

となりますが、構内で感染が拡大することがないよう

必要な対策を継続いたします。



（１）所員によるボランティア清掃活動（仙台クリーンENEOS）
・ 昼休み時間帯を利用して、製油所周辺地域の清掃活動を年３回実施。

（２）グラウンド・ゴルフ大会開催
・ 大代・桜木地区 （６月１日）

・ 七ヶ浜町 （１０月頃）

（３）住民見学会 （９月開催予定） 計４日間実施予定

（４）ENEOS CUP多賀城ロータリークラブ旗
争奪少年野球大会（９月開催予定）

（５）地域主催行事ボランティア
運営ボランティア活動への参加、海岸清掃

・七ヶ浜国際トライアスロン大会（７月２日）

・菖蒲田海水浴場１０００人ビーチクリーン
（７月９日）

８．今年度の地域交流関連の予定（ご参考）



仙台製油所

終わり


